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はじめに 

2024年 10月に広島大学で開催された「スマート社会産官学民協働まちづくりフォーラ

ム」にて、愛知工業大学の地域連携・SDGs推進本部 ゼロカーボン推進室長の羽田 裕 先生

から「ゼロカーボン社会の実現に向けて本学の果たす役割と取り組み」について発表いただ

きました。この発表の中で、様々な分野の第一線の専門家を招へいして、最先端の動向や現

状をご講演いただく、全 15 回のカーボンニュートラルに関する「特別講義」を企画されて

いることを伺いました。この「特別講義」は学生の関心も高く、100名の定員に対し 165

名の応募があったとのこと。これは是非後日談を聞いてみたいと思い、インタビューをお願

いしました。 

また、愛知工業大学は大学創立 90周年となる 2049 年にゼロカーボンを達成することを

宣言され、これに向けて、「ゼロカーボンキャンパスの実現」「ゼロカーボン人材育成」

「地域連携型・先端型研究の促進」「（東海地域における）社会地域貢献活動」の 4本の柱

からなるロードマップを作成されています。インタビューでは、こうした地域に根差した人

材育成と、「ゼロカーボン」をキーワードに学内外を繋ぎ、連携による地域脱炭素にあたら

れている具体例についても教えていただきました。 

 

国立大学との違いを明確にし、強みを活かして地域に貢献する 

- 今日はインタビューをお受けいただき、ありがとうございます。まずは、広島大学「スマート社会産

官学民協働まちづくりフォーラム」（以下フォーラム）参加の経緯や、ご感想など教えていただけま

すか？ 

羽田先生（以下敬称略）： 元々は私がフォーラムに参加する前に、石原さんが現地視察（2024年

2月、広島大学によるキャンパス及び地域脱炭素化の取組の視察）に参加したのがきっかけでした。

やはりゼロカーボンの取組は、教職員が連携して進めていくことが大事だと思っています。井沢さんも

同じ考えで、やはり学内で自分たちの取組だけを見ていても、今どのレベルにいるかわからないです

し、他大学の取組も知った上でやるのと、知らないままでやるのは違うということで、とにかく外に出て

いろいろな大学を見た方がいいと言ってくださったんですよね。目的としては、他大学の取組がどんな

状況かということを見てくること、また横のつながりをつくることでした。 
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石原： 広島大学様は一つの学園都市であり、ものすごいモデルケースだと思う反面、広島県や東広

島市と大学の距離感は、私立大学のそれとは少し違う印象を受けました。改正地球温暖化対策推進

法や環境配慮促進法に基づき、事業者の責務として、温室効果ガス排出量の削減等のための措置

を講ずるよう努めることとされています。広島大学様では、積極的な情報公開や取組の共有化を行っ

ていただいており、見学会の後日、広島大学の職員の方にお話を伺って、プラクティカルな部分をい

ろいろ教えていただきました。施設見学では、キャンパス建物の ZEB化に向けた取組も大変勉強に

なりました。 

- 国立大学と私立大学では、いろいろと違いがあるのでしょうか？ 

石原： 広島大学様の場合は、Town & Gown Office（TGO）に東広島市から職員の方が出向さ

れており、また、東広島市をあげて、学園都市として、大学を中心にまちづくりを推進しようとしている

土台があることも大きいと思いました。したがって、本学の状況に照らし合わせながら、できる部分を

見極めて取り入れていきたいと思っています。 

羽田： やはり国立大学は国立大学の、私立大学は私立大学の役割があると思います。たとえば、愛

知県の国立大学といえば名古屋大学ですが、本学が同じことをしても埋もれてしまいます。やはり差

別化していくためには、国立大学とは明らかに違う役割を担うべきだと考える中で、本学の役割は地

域貢献だと思います。1912年に開校した名古屋電気学講習所、私立名古屋電気学校が本学のル

ーツ（表１）ですが、当時から「技術者の育成」を目的にしていたので、原点を踏襲しながら、愛知工

業大学の特徴を出していきたいですね。大学として自分たちのブランド力を上げるためには、やはり

明らかな違いをつくって我々の強みを活かせるところに集中し、社会につなげるというのが私立大学

の存在意義ではないかと考えます。 

 

インタビューにご協力いただいたみなさま（左から羽田先生、石原様、井沢様） 

 

https://tgo.hiroshima-u.ac.jp/
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- 愛知工業大学の沿革については、自動車でも有名な豊田市の地域特性にも影響を受けている

ところもあるのでしょうか？ 

羽田： 元々は、「これから電気の時代を迎え、技術者が必要になるだろう」と予見して学校をつくった

ところが始まりになっていますし、ものづくりが発展している地域でもあるので、技術に長けた人材を

輩出しているというのが特徴だと思いますね。 

 

 

 

 

 

 

 

地域貢献できる人材育成： 愛知工業大学のさまざまな取組 

- 地域貢献できる人材育成という点では、具体的にどういう取組を進めておられるのか、卒業後の

進路も含めて教えていただけますか？ また、フォーラムでお話を聞かせていただいたカーボンニ

ュートラルに関する特別講義は一つの大きな柱かと感じましたが、この辺りもいかがでしょうか？ 

羽田： 2022年 11月に地域連携・SDGs推進本部 ゼロカーボン推進室が立ち上がり、2023

年 4月 1日に「愛知工業大学ゼロカーボン宣言」及び「愛知工業大学カーボンニュートラル

ロードマップ」1を策定したので、取組自体はまだ 1年半ちょっとになります。人材育成に

関して、まずは学生たちにカーボンニュートラルやゼロカーボン社会に関心をもってもらう必要がある

だろうと考え、全 15回のカーボンニュートラルに関する特別講義を企画しました。総合技術研究所 

教授の近藤 元博先生にコーディネートしていただきましたが、まずさまざまな分野の第一線の方に

                                                
1 愛知工業大学ゼロカーボン宣言・カーボンニュートラルロードマップ： 

https://www.ait.ac.jp/activities/sdgs/  出所： 愛知工業大学ホームページ 

表 1 愛知工業大学 沿革 出所：広島大学「スマート社会産官学民協働まちづくりフォーラム」に 

おける発表スライド「ゼロカーボン社会の実現に向けて本学の果たす役割と取り組み」（羽田先生） 

https://www.ait.ac.jp/news/detail/0000309.php
https://www.ait.ac.jp/news/detail/0000309.php
https://www.ait.ac.jp/activities/sdgs/
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来ていただいて、最先端の動向や現状をお話しいただき、多角的な視点からカーボンニュートラルに

関して学んでもらう機会をつくりたいと思いました。 

実際に、行政の立場、企業の立場、大学の立場とい

う産官学からそれぞれの先生にお越しいただいて、

各テーマについて講義していただくことになりました

（図１）。本来は各学部・学科に専門科目があった方

がいいとは思いますが、大学は学部・学科は専門分

野の教育課程を編成しており、すぐにそこまでは踏み

込めません。したがって、私たちの狙いとしては、まず

はこの特別講義を土台に、少しでも学生に関心をも

ってもらえれば、それまで何も意識せずにそれぞれの

学部・学科で勉強をしていたのが、「あの講義で学

んだカーボンニュートラルは、こういうことなんじゃな

いか」と、学生自ら専門と結びつけて考えてくれるの

ではないか、そんな流れをつくりたいと思い展開して

いるところです。 

この特別講義は、これまで、学内のシステムでアナウ

ンスしただけでした。これだけ著名な講師の方々に本

学まで来ていただくのに、学生が 20～30人しか集

まらなかったらどうしようかと、正直なところ不安でし

た。ところが、蓋を開けたら初年次 100名の募集に

対して、165名の履修希望があり、本学の学生の関

心の高さに良い意味で驚きましたし、それを知る良いきっかけにもなりました。また、抽選の上、履修者

を最終的に 120名に絞りましたが、集まった学生には、外部から講師にお越しいただいている特別

講義であること、また出席を重視することを強調して伝え、最初に出席の意思確認をしっかり行いまし

た。毎回の講義の最後には、「①講義を受けての自分自身が考えたこと・感じたこと」、「②講義を受

けて愛知工業大学として取り組めること」の２点を書いたリアクションペーパーを提出してもらってい

ます。本講義は全学年・全学部に公開しているので（3学部 7学科 14専攻の学生が履修可）、先

ほども申し上げましたが、それぞれの専門性におけるカーボンニュートラルについて少しでも意識して

もらえればと思っています。 

- カーボンニュートラルに関する特別講義は、一般教養になるのでしょうか？ 

羽田： そうです、一般教養科目になっています。全学科・全学年が受講できる形にしたかったので、

意図的に基礎教育に配置しようということになりました。 

 他にも、工学部建築学科の卒業研究テーマとして、名古屋市に所在する自由ケ丘キャンパスの講義

室の ZEB化に向け、その現状把握に取り組んでいます。ゼロカーボン推進室としては、できる限りキ

ャンパスを実証の場として提供していきたいと考えているので、卒業研究としてまず一つ動いている

形になります。 

図 1 特別講義カーボンニュートラル   

出所： 愛知工業大学ホームページ 
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- 自由ケ丘キャンパスの ZEB化に向けた実証は、今後も継続されていく予定でしょうか？ 

羽田： これは今回が初の試みで、まだ先のことは決まっていないのですが、私たちの仕事は、「繋げ

ること」に一つの役割があると思っていますので、私たちが全面的に出て行って、方針を示すというよ

りは、それぞれを繋げて、将来的に自発的な取組や活動のきっかけになればいいと思っています。この

ケースでも、講義室の ZEB化を検討するにあたり、まず必要なことを建築学科の先生に相談したと

ころ、建物の現状と課題の把握だろうということになり、先生の方から卒業研究として取り組むのはど

うかと提案をいただき、進めることになりました。 

- ありがとうございます。それぞれの状況や経緯についてよくわかりました。 

石原： 私たちの部署が SDGs という言葉を冠した「地域連携・SDGs推進本部」ということもあり、

学生たちの課外活動費審査に SDGｓの取組には加点したり、学内の先生の個別研究への助成にあ

たり、SDGsに関連する分野であればプラスアルファの評価をするという形で周知を行ってきました。

今後はカーボンニュートラルに特化した枠や取組についても同様の形を検討しています。SDGsに関

しては、多くの学生が理解している状況になってきたので、次はカーボンニュートラルの意識づけとい

いますか、課外活動や先生方の研究でも意識していただけるよう取り組んでいきたいですね。次年度

以降のカーボンニュートラルに関する特別講義は、まだ決まっていないのですが、たとえば学科の先

生方の研究に特化した内容などに派生してもいいと思いますし、いろいろな形でカーボンニュートラ

ルを広げていきたいと思っています。 

羽田： ゼロカーボン推進室が取り組んでいるイ

ベントに学生を巻き込むということもやっていま

す。たとえば、２０２３年９月に開催したキックオフ

セミナー「地域の未来を考える カーボンニュート

ラル社会の実現に向けて」2では、本学の経営学

部の学生に司会をしてもらいました。司会の学生

はカーボンニュートラルへの意識が芽生えます

し、公の場でこうした役割に挑戦してもらうことへ

の教育効果も狙っています。学生たちをパートナ

ーとして一緒に取り組んでいくような形をゼロカ

ーボン推進室が繋いでいきたいというのが、今い

るメンバーの共通認識でもあります。 

また、SDGs AICHI EXPO 20243でも学生たち

にスタッフとして参加してもらいましたが、交通費

                                                
2 キックオフセミナー「地域の未来を考える カーボンニュートラル社会の実現に向けて」 

https://platform-clover.net/activities/detail/338 
3 SDGs AICHI EXPO2024 にて羽田研究室が参加者投票で第５位受賞：

https://www.ait.ac.jp/news/detail/0000307.php 出所：愛知工業大学ホームページ 

図 2 地域連携スタッフ・SDGs推進スタッフ制度 

  出所：広島大学「スマート社会産官学民協働まちづくり

フォーラム」における発表スライド「ゼロカーボン社会の実

現に向けて本学の果たす役割と取り組み」（羽田先生） 

https://app.notta.ai/494786/dashboard/ec01503e-9c98-44d2-8065-80f6f4a40401#detail
https://www.ait.ac.jp/news/detail/0000307.php
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と日当を払って、仕事として責任をもって取り組んでもらうこともやっています。元々、「地域連携スタッ

フ」、「SDGs推進スタッフ」という制度があって、現在 25～26名が登録しています（図 2）。 

他にも先生方の研究シーズなどの発表の場で

もある環境展で、学生スタッフにも企業の方へ

の説明対応をしてもらっています。こうしたことも

実践的な人材育成の一つとして取り組んでいま

す（図 3）。 

 

 他には、ものづくりに挑戦する学生を応援する独自の制度「学生チャレンジプロジェクト」も行ってい

ます。つくる場所、材料費、コンテストや大会に参加するための資金をバックアップする制度で、1プロ

ジェクト 100万円を上限とし、202３年度実績は総額 1,740万円でした。誰でも参加でき、自分で

プロジェクトを立ち上げることもできます。後藤 泰之学長が、人材育成に強い想いがあり、学生のや

る気を応援したいということで始まった制度です。 

愛知工業大学の多岐にわたる地域連携事例 

- 2021年に貴学から地域ゼロカーボンWG事務局に提出いただいた資料を拝見すると、地域

連携に関しては、豊田市4、みよし市5等と包括連携協定を締結されていると思います。こちらの経

緯や取組の進捗などについてお聞かせいただけますか？ 

井沢： 地域連携・SDGs推進本部設置の経緯に係るのですが、本学は「教育」、「研究」、「地域貢

献」が 3つの義務でありながら、地域貢献・地域連携については、個々の先生の活動に留まり、取り

まとめる部局もなく、組織的には動いていませんでした。私は当時総務課にいて、愛知県の他大学の

動きも見ていましたので、このことを後藤学長に相談したところ、地域連携に対応する部署の設置を

判断されました。1年半くらいかけて今の地域連携・SDGs推進本部の前身となる組織の案を考え、

当時は「地域連携本部」という名称で、地域連携と同時に SDGsにも取り組みながら、大学として地

域連携活動や SDGsに関する活動をコーディネートするところから始まりました。 

                                                
4 愛知工業大学と豊田市の包括連携協定（2013年 3月 29日）： 

http://www-test.ait.ac.jp/news/detail/0001008.html  

5 愛知工業大学とみよし市の包括連携協定（2021年 6月 15日）：

http://ns.ait.ac.jp/news/detail/0005996.html  

図 3 実践的教育の提供に向けた体制の整備および運用・各現場での学生の様子 

    出所：広島大学「スマート社会産官学民協働まちづくりフォーラム」における発表スライド 

「ゼロカーボン社会の実現に向けて本学の果たす役割と取り組み」（羽田先生） 

https://www.ait.ac.jp/examinee/create/challenge/
https://www.ait.ac.jp/news/detail/0000317.php
http://www-test.ait.ac.jp/news/detail/0001008.html
http://ns.ait.ac.jp/news/detail/0005996.html
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それ以前の２０１３年から豊田市とは包括連携協定を締結しておりましたが、具体の地域連携とい

うよりは、包括的な協定内容でした。地域連携本部は人数も少なく兼務の職員ばかりでスタートしま

したが、一応型はできたということで、2021年 6月にみよし市と包括連携協定を締結しました。みよ

し市では、ゼロカーボン推進課が担当窓口なので、そこで講座をやったり、SDGsに関するイベントに

対応したりし始めました。そうしているうちに 2年が経過し、今後はさらにゼロカーボンにも取り組もう

という流れの中で、どのように推進していくか再度学長に相談したところ、ゼロカーボンに関しても取

組の推進を決断され、ゼロカーボン推進室が立ち上がりました。 

その上で、ゼロカーボンも広く見れば SDGsの一つであると捉え、地域連携本部から「地域連携・

SDGs推進本部」に改称し、その下にゼロカーボン推進室を設置しました（図４）。 

ゼロカーボンは、愛知工業大学として「ここまでやったら終わり」という話ではないので、人材育成を

やりながら、先日の広島大学様でのフォーラムのような機会にどんどん出かけて行って、本学の地域

連携及びゼロカーボンの取組について広くアピールしていきたいと思っています。同時に、大学として

は「教育」が第一優先なので、カーボンニュートラルに関する特別講義は非常に良かったと思います。

兼務で取り組む教職員が多い中、羽田先生のリーダーシップのもとどんどん進めています。地元の

方々に「愛知工業大学は一生懸命やっている」とお声がけいただくことも増えてきたので、方向性とし

ては間違っていないのかなと手ごたえを感じています。 

石原： 地域との連携は、単発のものも含めると結構いろいろと取組はあるのですが、近隣地域であ

る、豊田市（包括協定）、瀬戸市（コンソーシアムせと）、みよし市（包括協定）、イオンモール長久手

（産学連携に関する覚書）、名古屋市等を中心に地域と協力し、それぞれの要請に一つ一つ応えて

いる状況です。 

図４ 地域連携・SDGs推進本部 組織体制図 

  出所：広島大学「スマート社会産官学民協働まちづくりフォーラム」における発表スライド「ゼロカーボン社会の実現

に向けて本学の果たす役割と取り組み」（羽田先生） 
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豊田市との取組としては、同市から公用車である超小型 BEV（電気自動車）「C+pod」を無償貸

与していただいて、「ハロー！カーボンニュートラルプロジェクト」という豊田市との取組の中で、学内

横断的な研究として進めました。横断的な研究にすることで、普段あまり交流のない学科の先生方が

一緒に課題に取り組む機会にもなると思います。 

 また、近藤先生が、みよし市のゼロカーボン推進協議会の委員長を務めており、その中で、みよし市

在住の市民の方にも委員になってもらおうと募集をしたところ、本学の学生が自発的に参加してくれ

たこともありました。 

羽田： 豊田市からは、昨年、賞味期限の近い災害用備蓄食品をどうするかとの相談を受けました。

経営学部のクッキングサークル「Community Circle『Hill’s』」と繋ぎ、彼らが防災食を使って美味

しく食べられるレシピを考案してくれました。それを冊子化して、昨年度の SDGs AICHI EXPOに出

展しました。 

みよし市とは「愛工大おもしろ体験ツアー」という環境学習講座を毎年開催していて、その辺りのア

レンジも全てこちらで対応しています。そういう意味では、市の方からも要請をいただきつつ、本学とし

ても学内の知見や人材を生かして、また学生を含む次世代の育成にも資する形で、地域への貢献を

積極的に進めていきたいと考えています。 

また、イオンモール長久手とも包括連携協定を締結しているので、イオンモール店舗の方でアース

デイ等のイベントを開催する際は、子ども向けに何かしてほしいということで、地域連携・SDGs推進

本部主導の下、学生に出展してもらうということもやっています6。 

カーボンニュートラルを組織的に展開するには？これからの大学の在り方 

- ありがとうございます。多岐にわたるたくさんの取組をされていることがよくわかりました。 

話は変わりますが、最近の環境省との会議でも、大学の個々の先生方がどれだけ頑張っても、や

はり個人の活動になっている限りは、継続的にゼロカーボンを推進していくのは難しいのではな

いかという話題になります。どうやったら大学組織全体として取り組んでいけるかという観点で、

何かお取組やお考えがあれば教えていただけますか？ 

羽田： 井沢さんは研究支援本部と総合技術研究所の兼務ですし、私は総合技術研究所との兼務、

石原さんも以前は研究支援本部との兼務でした。研究支援本部は産学官連携を担当する部署なの

で、我々３人に共通しているのは、やはり「繋げる」というところだと思います。実はまだこれからなので

すが、ゼロカーボン推進室では、本学が所有する広大な、手付かずの森林の整備を学生たちと一緒

に取り組みたいと考えています。ただ、これは私たちだけでは限界があるので、各学科の先生、学生を

巻き込んでいかないと難しいと思っています。また、先生方はそれぞれ素晴らしい研究をしています

                                                
6 2024年 4月イオンモール長久手アースデーイベントに参加：

https://www.ait.ac.jp/news/detail/0000225.php 出所：愛知工業大学ホームページ 

http://toyota-eco.jp/tsunagaru/?news=%E6%84%9B%E7%9F%A5%E5%B7%A5%E6%A5%AD%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E3%81%AE%E6%A7%8B%E5%86%85%E8%AD%A6%E5%82%99%E3%81%AB%E8%B6%85%E5%B0%8F%E5%9E%8Bbev%E3%80%8Ccpod%E3%80%8D%E3%82%92%E6%B4%BB%E7%94%A8%E3%81%99
https://www.city.toyota.aichi.jp/kurashi/kankyou/ondankaboushi/1057766/index.html
https://www.city.aichi-miyoshi.lg.jp/sosiki/keieikikaku/zerocarbon/10/51.html
https://www.ait.ac.jp/examinee/create/sdgs/
https://www.city.aichi-miyoshi.lg.jp/sosiki/keieikikaku/zerocarbon/6/18/3953.html
https://www.ait.ac.jp/news/detail/0000225.php
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が、同じ学科だとしても、お互いにどんな研究をしているのか必ずしも把握されていないと思います。

そう考えると、ゼロカーボン推進室のような部署がゼロカーボンをキーワードにして、まずは研究室、

学生、職員の方々を繋げるような仕掛けをどんどん打ち出していくのが大事だと思います。 

 ゼロカーボンに関する特別講義でも、なぜ定員 100名の枠に対して、最終的に 120名にしたかと

いうと、教職員の方にも参加してほしかったからなんです。実際に、「有名な先生方がいらっしゃるん

だよね」と関心を持って参加してくれた方もいましたし、「行政の方の話に興味があった」と言って参

加してくれた方もいました。本学のホームページにゼロカーボンに関する取組を公開しているのは、学

外だけでなく、学内の教職員、学生にも知ってもらうこと、関心を持っている方に繋がっていけば、とい

う狙いがあります。 

カーボンニュートラルに関する社会人向けリカレント講座について 

- 同じく 2021年に提出いただいた資料に、「その他の特徴的な取組」として、「あいち環境塾」へ

の教員派遣（アドバイザリー講師）をされているとありましたが、こちらについても教えていただけ

ますか？ 

羽田： 「あいち環境塾」7は愛知県の主催で 2008年から開催しているコースで、名古屋産業科学

研究所が事業委託を受けて開催しています。社会人を対象に、様々な大学等から各分野の専門家が

講師として講義を行い、講師との車座のディスカッション、4～5人のチームに分かれたワークショップ

を行います。コースの最終盤で、愛知県副知事や環境局に向けて、20年後の愛知の未来社会へ向

けて、環境に関する政策やビジネスモデルを提言します。このプログラムコーディネーターを本学の近

藤先生が担当されていて、プログラム構成等を行っています。他にも本学から、私と経営学部の若手

教員二名がアドバイザリー講師として参加しています。 

- 対象の社会人は企業の方が多いのでしょうか？ 

羽田： そうですね、企業の方がメインです。あいち環境塾からテーマが与えられるのですが、これまで

の例では、生物多様性や、DX・SX、廃棄物関連等でした。これらを社会人の方々にテーマとして提供

し、20年後のあるべき姿・目指すべき姿を考え、現状とのギャップを埋めるためにはどうずればいい

かという感じでのワークショップになります。 

- 他にも、愛知工業大学の方で、社会人向けの公開セミナーやリカレント講座なども行っているの

でしょうか？ 

羽田： ゼロカーボン推進室としては、「AITカーボンニュートラル地域貢献セミナー」を昨年度

（2023年度）と今年度（2024年度）に２回開催しました。昨年度は、「地域社会における取り組み

状況と未来に向けて」と題して、それぞれ本学の研究室の先生方に講義をしてもらいました。地域の

                                                
7 2024年度あいち環境塾： https://www.nisri.jp/chc/docs/kankyojuku2024-1.pdf  

 2024年度基礎コース：カリキュラム： https://www.nisri.jp/chc/docs/kankyojuku2024-2.pdf  

https://www.nisri.jp/chc/docs/kankyojuku2024-1.pdf
https://www.nisri.jp/chc/docs/kankyojuku2024-2.pdf


 
 

11 

 

表 2 ロードマップ Step1（2023～2029）取り組み状況 

  出所：広島大学「スマート社会産官学民協働まちづくりフォーラム」における発表スライド「ゼロカーボン社会の実現

に向けて本学の果たす役割と取り組み」（羽田先生） 

方々にまずはカーボンニュートラルについて知っていただく、考えていただくきっかけ作りとして、このよ

うなテーマ設定にしました。今年度は、「地域に貢献する技術と生活環境の向上と未来に向けて」と

いうテーマで、愛知工業大学ならではのやや技術的な内容にしました。講師はテーマにふさわしい本

学の先生方をこちらで選びました。研究支援本部の井沢さん，そして石原さんが以前に研究支援本

部にいた関係で先生方と距離が近いですし、皆さん協力的で、講師依頼についても好意的に引き受

けてくださいました。来年度の構成についてもいろいろなアイディアがあり、現在検討中です。 

 あとは、地域連携・SDGs推進本部 エクステンションセンターが開催している市民向けの「AITカレ

ッジ講座8」があります。 

2049年にゼロカーボンを目指す：愛知工業大学ゼロカーボン宣言とカーボンニ

ュートラルロードマップの取り組み状況 

- 最後に、冒頭にも少しお話が出ましたが、2023 年 4 月に公開された「愛知工業大学ゼロカー

ボン宣言」（大学創立 90 周年となる 2049 年にゼロカーボン）に向けた計画（カーボンニュー

トラルロードマップ）、これまでの取組と成果について教えてください。 

羽田： カーボンニュートラルロードマップという全体の方向性に対して、2023年～2029年の取組

計画を示したのが、以下の表になります（表 2）。 

                                                
8 2024年度秋季 AITカレッジ講座：https://www.ait.ac.jp/assets/docs/activities/ext-

center/ext-center_public-courses_apply2024autumn.pdf 

2025年度春季 AITカレッジ講座：https://www.ait.ac.jp/assets/docs/activities/ext-

center/ext-center_public-courses_apply2025spring.pdf 

https://www.ait.ac.jp/news/detail/0000286.php
https://www.ait.ac.jp/activities/ext-center/
https://www.ait.ac.jp/activities/ext-center/ait-courses/
https://www.ait.ac.jp/activities/ext-center/ait-courses/
https://www.ait.ac.jp/activities/sdgs/
https://www.ait.ac.jp/assets/docs/activities/ext-center/ext-center_public-courses_apply2024autumn.pdf
https://www.ait.ac.jp/assets/docs/activities/ext-center/ext-center_public-courses_apply2024autumn.pdf
https://www.ait.ac.jp/assets/docs/activities/ext-center/ext-center_public-courses_apply2025spring.pdf
https://www.ait.ac.jp/assets/docs/activities/ext-center/ext-center_public-courses_apply2025spring.pdf
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超小型 EV スヌーピー型ロボットなど、様々なコラボロボットの展示 

愛知工業大学 ロボット研究ミュージアム 

愛知工業大学 みらい工房 

愛知工業大学 ロボット研究ミュージアム 

先ほども申し上げましたが、ゼロカーボン宣言からまだ 1年半少ししか経っていないので、全て成果

が出ているわけではないのですが、計画に沿って取組を進めています。 

石原： 一年目に現状把握をするにあたり、今までの計測が大まかな部分があって、詳細がわからな

いことに気づきました。そこで予算をとって新しい計測器を増設するなど、スタートラインの現状把握

で少し躓いたこともありました。どの Scope までを含めるかという点も検討中なので、そういう意味

でも広島大学様の対応は非常に勉強になりました。 

羽田： 本学も来年度、広島大学様等を参考にして、統合報告書を作成すべく準備しています。本学

は工業大学なので、工業大学としての本分を維持しつつ進めていきたいと思っています。 

- 統合報告書の公開を楽しみにしています。今日はインタビューにご協力いただき、ありがとうござ

いました。 

インタビューを終えて 

インタビュー終了後、次世代型の電力供給システムを開発するエコ電力

研究センターや、みらい工房、ロボット研究ミュージアムなど、大学の施設を

見せてもらいました。 

みらい工房は、学生の創作活動をサポートする"ものづくり空間"で、手工

具から大型工作機まで多彩に揃っており、技術指導員のアドバイスを受けな

がら、学生・教職員であれば誰でも自由に使うことができるそうです。また、

ロボット研究ミュージアムは、学内の各所に分散していた、モビリティー、レス

キュー、AIなどの様々なロボットの研究を行っている研究室を一か所に集約

し、オープンな環境で研究を行うことにより、研究室間の相互連携を高め、研

究の促進を図っているとのこと。「鉄人 28号」（大型ヒューマノイド二足歩行

ロボット）や、4足から 2足歩行に進化するスヌーピー型ロボットなど、これら

をつくった学生さんや先生方のワクワクが伝わってくるようで、こちらも楽しく

見学させていただきました。また、インタビューでは、羽田先生、井沢さん、石

原さんが、それぞれ「繋げる」という単語を何度もおっしゃっていたことが印象

的でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


